
○ 林業担い手育成総合研修事業

「みやざき林業大学校（仮称）」基本計画（素案）の概要について

森林経営課

１ 目 的

本県では、全国に先駆けて森林資源の充実が進み、伐採や再造林の林業生産活動が

拡大しており、将来にわたって持続的に林業の振興を図るため、効果的な人材育成の

仕組みづくりが喫緊の課題になっています。

このため、実践的な人材育成を総合的に行う林業大学校を開講し、本県林業・木材

産業が求める人材に対応した各種の研修を実施します。

２ 事業計画

林業大学校では、森林・林業の知識や技術をはじめ、林業・木材産業の施策や経営

に精通した人材を各段階で総合的に育成するため、林業事業体や市町村等のニーズを

的確に踏まえ、現在、本県が取り組んでいる研修の質的・量的な充実を図ります。

(1) 名 称

名称は、「みやざき林業大学校（仮称）」とします。

※ 県民に親しみやすく、開かれたオールみやざきをイメージしています。

(2) 研修コースと内容

課 程 受講対象者 履修期間 主な履修内容 人 数 ( 人 )

長期課程 新規就業者 １年 ｢みやざき林業青年アカデミー 15
研修｣を拡充
・座学(林業技術、林業経営等)
・技能講習(免許･資格等の取得）
・現場実習

短期課程 現場技能者 50日 ・技能講習(免許･資格等の取得） 25

森林組合等林業事業体職員 10日 ・林業経営マネジメント 20

木材加工技術者 10日 ・木材加工技術 20

市町村職員 10日 ・森林経営管理 20

森林管理指導者 10日 ・森林総合監理、森林土木 50

経営高度化 林業経営者 10日 ・低コスト林業経営技術 110
課程 ・特用林産生産技術

リーダー 林業研究グループ会員 10日 ・地域林業振興 40
養成課程 ひなたもりこ他 ・地域活性化

公開講座 青少年 10日 ・森林・林業教育 100
一般県民

☆ 年間研修受講者数：約４００人



(3) 研修拠点

研修拠点は「宮崎県林業技術センター」（美郷町）とします。

また、サテライト施設は、「宮崎県諸県県有林共に学ぶ森」（宮崎市高岡町）や、

「宮崎県木材利用技術センター」（都城市）に加え、地域の公的施設を利用します。

(4) 開講時期

平成31年度に開講予定です。

(5) 運営主体

県が主体で運営しますが、林業就業に必要な資格取得や技能講習等については、

一部を林業関係団体との連携や業務委託によって実施します。

(6) サポート体制

民間企業や林業事業体、行政が一体となった就学・就業・定着を見据えた支援や

指導協力など、一貫したオールみやざきの支援体制を構築します。


